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学 長 に 就 任 し て

この度、旭川医科大学の第七代学長に就任 した

吉田晃敏です。

私は、 ・期生として本学に学び、その後は教員 と
して本学に仕え、 トータルで34年間、旭川医科大学

と共に歩んで参 りました。

今回学長 として迎えられ、母校の更なる発展のた
めに尽力するチャソスを与えられました事は、この

Lな い喜びではございますが、同時に、本学を取 り

巻 く極めて厳 しい状況を考えます と、与えられた責
務の大きさに、いま改めて身の引き締まる思いがい

たします。
この大役を果たすべ く、地域に根さ した医療 ・福

祉の向上 という本学の建学理念に もう一度立ち返
り、学びがいのある大学づ くりに全力で取 り組む所

存です。

学長に就任して3か 月。現在、本学の教育方針を
見定める 「海図」、すなわちグラン ドデザインの策

定作業を急いでおりますが、既に幾つかの改革に着

手 しました。
一つは

、教育及び学生を担当する学長補佐の選任
です。学生 と大学のパイプ役 として重要な役割を果
たす事を期待 し、一般教育、基礎医学、臨床医学及

び看護学科にそれぞれ配置しました。
二つ目は、体育館の修繕および施設整備です。ま

ず今年度中に床の改修を行い、引き続 き来年度には

天井改修を行います。また、体育館内の トレーニン
グルームについては、年度内に トレーニソグ機具の

更新を行う事を決定 しました。
三つ 目は図書館の施設整備です。要望の多かった

パソコンの増設を進めると共に、地域医療に関する

コーナーを新たに設置することを決め、現在準備を

進めています。
四つ目は、各講座の研究室がある総合研究棟、い

わゆる基礎臨床研究棟の改修工事についてです。文

部科学省に対 し、4年 間 ・約20億 円の概算予算を求
めて折衝を続けてきましたが、この度、文部科学省

から財務省へ要求 して頂けることになりました。12

刀末までには具体的な概要が決まります。その後、
順次、学生さんの講義実習棟等を整備 してい く予定

です。
このほか、本学出身の准教授や講師、助教を動員

し、複数の学年担任教員を配置するほか、学生サロ
ソを設置し、学長と学生の交流にも積極的に取 り組

んでいきたい と考えております。

続いて、学生の実習の場でもあ ります病院につい
て述べたい と思います。

私がまず取 り組んだのは、学長選での公約にも掲げ
たPETの 設置です。今やPETは 、診療 のみならず

学生の教育にも必要不可欠な機器の一つです。遅 き

第7代旭川医科大学長 吉 田 晃 敏

に失した感もありますが、現在、早急の設置に向け
た準備を急いでおります。

また、看護師、放射線技師、検査技師、薬剤師な

ど、いわゆるコメデイカルと呼ばれるスタッフの研

修経費についても、大幅な改革に着手 しました。従
来はその殆 どがスタッフの自己負担でしたが、今年

度からは、必要経費の全額を大学が負担することに

しました。職員の意欲に投資し、職場のモチベーシ
ョンを高めたいと思っております。

加えて、入院患者の家族が使用するファミリーハ

ウスについても、遠方から来る家族のニーズを考慮

し、さらに4室 増設します。9月 からll事を始め、
11月には利用できる予定です。ハウス玄関前の通路

も整備 しました。

今後、医療体制充実のために実現させたいと強 く

願っているのが、7:1の 看護体制(7人 の患者さ
んに対し1人 の看護師)で す。各地の病院で看護師

不足が問題になっておりますが、旭川医科大学病院

は看護師の研修体制が充実 しており、看護師の研修

費用も大学が全額負担するなど、バ ックアップ体制
は整っています。

先 日も看護学科4年 生の皆さんを前に、旭川医科

大学病院に看護師として就職することの素晴 らしさ
とメリットを、私 自身が直接説明しました。地域か

らいっそう信頼される病院を目指すためにも、看護

師たちの職場環境を、更に充実 ・整備 していきたい
と思ってお ります。

以 卜述べてきた諸政策を実行可能なものとしてい
くためには、財政基盤の強化が不可欠です。国から

の補助金に頼っているだけでは、もはや健全な運営

はできません。人学経営を左右する病院の診療収入

を、今後 どの ように確保してい くのかが問われてい
ます。先 日、専門のコソサルタン トを 「学長特別補

佐」として迎え、早速に検討に入りました。また、

各診療科、各中央部門から将来の目指すべき姿、ビ
ジョンをヒア リング し、その結果をもとに、病院の

あるべき姿、「グラソ ドデザイン」の策定を急いで

おります。
この 「グランドデザイン」のもとに、長期的な視

点に立った病院運営を行い、働 く職員にとっても、

地域にとって も誇 りが持てる病院を目指 して参 りま

す。

学長 としての私のキーワー ドは、「スピー ド」そ

して 「先取 り」です。"躍 動する旭川医科大学"を

目指 し、学長 ・執行部、教職員、学生が三位一体 と
なり、全力で大学改革に取 り組んでいきたいと思っ

ておりますので、皆様方のいっそうのご支援、ご協

力を、心よりお願い申しあげます。
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大学改革担当副学長として

何をどう改革すべきか?

副学長(大 学改革担当)

大学 も病院 も国民意識の変革や国の財政破綻 と相

侯って好むと好まさるとにかかわらず、効率化を目

指した改革が求め られています。 日本の医学部は ド

イッに倣っており、旧7帝 大にて築かれた教授を中

心 とする医局制度が、昭和40年 代に新設された医科

大学にもそのまま受け継がれ、現在に至っています。

改革の到来は遅すぎたほどですが、医局制度が今や

医師養成施設 として時代遅れであることは、数十年

前の映画"白 い巨塔"の 最近のリメイクがいかにも

現実味がないことからもうなずけます。国民は旧帝

大時代の"大 学で診てもらえるならしかたがない"

という満足 とあきらめの姿勢の誤 りに気づき、今や

世界最高水準の医療が成されなければそれをできな

い医師 ・医療施設には訴訟 も辞さないという恐ろし

い国民に変貌 しています。老人の急増で、膨大な医

療費が必要な時期にもかかわらず、国は世界に類の

ない膨大な借財を抱え、医療費を欧米先進国の1/2

～1/3と いうわずかな枠内に納めようとしています。

この困難な医療事情の中で、幾つかの大学では、臨

床の教授が診療科長を解任されると言う前代未聞の

事態が発生 しています。理由は診療実績が低迷 して

いる、手術紹介症例がいない、 もとめられる手術が

できない、医療事故に関連するものなどです。診療

科長を解任された臨床の教授に生きるすべはありま

せんので、訴訟を起こした例もありましたが、結局、

3名 はすでに大学を退職 しています。教授は講座の

象徴でもなければ、総回診が仕事でもあ りません。

その施設の最も優れた臨床医のひとりとして実質的

な診療能力が問われており、これは昔も変わらない

はずですが、今になって多発しているのはまさに現

状を象徴 しています。解任されたのはいずれも外科

系の教授で、個人的には同情を禁 じ得ませんが、内

科系 とて診療科長 としての条件は満して当然です。

科を問わず、診療科長は自分の専門を明示 し、評価

を受けるべきで、これは後述のナソパー講座再編 と

直結 します。

笹 嶋 唯 博

今後、日本の医療では少人数でいかに同等以上の

成果を上げるかが争点になるもの と思われます。米

国の臨床医が超多忙でも医師の増員を望まないのは

自分の報酬減につながるか らです。そのため徹底 し

た本業への特化が全病院的に進め られ、外科医なら

ば手術以外の ことは雑用 とみなされます。不可避の

雑用は、それに割かれる時間を極力短縮する工夫が

成されています。欧米に比べると日本はいかに非効

率的な診療体制をしいているかが分か りますが、欧

米に倣って、医師や看護士、パラメディカル間での

仕事の移譲は、各々雑用を洗い出す作業をしていま

せんので意外に簡単ではあ りません。労働安全衛生

の分野では"FiveS"、 即ち整理、整頓、清掃、清

潔、 しつけ(し つけ とは前4項 目を厳守する習慣)

という5項 目の原則があ り、今や国際的に承認され

ている金言だそうですが、これは様 々な分野で活用

できそ うです。我々の仕事も、書類が乱雑に積まれ

た机 と同じです。何が雑用なのか、まず自身の仕事

を整理、整頓 し、その上で検出された雑用は清掃、

即ち他へ移譲されるべきです。

最後に臨床講座の再編の方向について私見を述べ

ます。やがては理想的な形態に変貌を遂げるべきで

しょうが、まずは内科、外科のナンバー講座は解体

して、大教室 とし、内部は細分化 して診療科を設置

あるいは新設 し、各科は診療科長 とそれに属する少

数(必 要以上の人員は俸給減 となるべき)の 専門医

で構成され、科長には責任 と裁量権を与える仕組み

が妥当で しょう。再編に当たって何 よりも重要な作

業は、教授から助教まで常勤医師の機能評価であり、

現行の自己点検評価法に代わる有効な客観的評価方

法の開発 ・導入が必須です。

改革では相互に関連する多 くの課題が山積 してい

ますが、改革は数年かかって漸 く現実味を帯びてく

るのが世の常です。改革の恩恵を受ける世代に積極

的な意見や作業への参加が求められるところです。
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副学長(病 院長)就 任のご挨拶

1997年2月 に旭 川医科大学整形外科学 講座の教授

として赴任以来、IO年 が経 ち まLた 。 今同 占出 晃敏

学長のご指 名に より本年7月!日 付けで旭川医 人病

院の第8代 病 院長に就任 いた しました。 病院長 の拝

命は突然の ことであ り衷したが、非常に光栄に存 じ

ます とともに、その 葭任の 弔 さに身が引 き締 まる思

いです。 病院 長 としての ノ∫針、抱 負な とはす でに

「1【[Ull医人こり丙院.二、了.一ス1第101り ・に書 きました(ノ)

で、今回は私が北 大医学 部㌍業以 来本学 に赴任す る

までの経過 とその間の 米国留学時代 に影響 を受けた

こ とな どについて書いてみ たい と思 います。

私は1971年 に北大医学部 を卒業後、北 人の第2病

理学 教室 におlll=話にな りまLた 。教室の 事:情か ら卒

後2年 目で北 大附属1丙院の検査部助rに な り、その

後3年 間北 大病院 窒体の病岬診断 等にたず さわ りま

した。 この間、所謂 コ ・メデ でカルの楽 し さのみな

ド・ず、厳 しさ、辛 さを ト分に味わ うこ とが出 来まし.

た。 この経験 を 今回の病院長職 に生 か し.て行 きたい

と思い ます、,その後、 当時 よ り興味のあ った骨 腫瘍

病理 を学 ぶため}こ1971年 に米国 に留学 しまLた 。最

初の留学地はMassacllusettsGelleralHospital(ボ

ス トン)の 外科病理 部で した。総勢が50名 ほ どの巨

人な組織で、 各部門(脳 神経病理、 消化管病岬 、骨

病理 等 々)ご とに専門の教授、助教授が いる とい う

日本では 考えられないほ どの充実 で、 ここでは骨病

理 診断 におけ るX線 、1参断の重要性 を学び ました。当

時 の 日本の病理医がX線 診断 などするこ とは 全 くな

かっただけに、 この ことはある意味 カルチ ャ・一シ ョ

ヴツで/ .た。MGIIに 続いてMayoClillicの 外科病理

部に移 りまLた 、,ここの外科病理 部は チ術場の ど真

ん巾 にあ り、すべ ての 診断をfrozellsectkmで 行 っ

てい るのが特 徴で した。 ここで出会ったDahlin教 授

とUlmi教 授 の2人 の骨病理 学者 か らは1病 理 診断

には知識 上りも経験 が 屯要で、 レ分な経験の積み重

ね さえあれば病理診断や画像診断 は瞬時 につけ るこ

とが出*iる と1い う哲学 を学び ました。 お二 人か ら

副学長(病 院長) 松 野 丈 夫

は 「20秒で つけ ることの出 来ない診断は ・牛顕微鏡

を覗 いていて もつけ ることは出来ない」、1時 間をか

けてひね り出 した診断は、 貞の診断 ではな い」、「そ

んなに顕微鏡 を覗いてい ると腫瘍 が転移 し.てし、まう

そ1な ど と言われ た もの です。MayoClillicで'卜 年

を過 ご した後 、1イ1'間 をボ ルチモ ア にあ るShlai

HOSpita1の 外 科病 理 部 で過 ご し、 その 後 は 再 び

MGHに もど り1年 間軟骨性腫瘍 に おけ るコう一 ゲ

ンの クイプ分類 を行い ました、,当時 は 皮だ コラーケ

ンの ク でプが タイプ 。 、1、1の3つ しかなかった

時 代 で、悪性 の軟骨 性腫瘍1、二は新 しい ク イプの コ

ラ・一ゲンが存 在す ることを確認t、、この実験 か結 果

白勺に和、(/)学f立。命文とな りまLたo】977{ト に少,1}ll・斤妾1よ

病理 か ら臨床(整 形外科)の 道 に 方向転換 をしまし

たが、病理医 とし、ての7年 間が私の原点であ ると考

えてい ます。そ(ノ)後の整形外科医 としての 基礎 ・臨

床研究 のLな ものは 、1)W.II.0.に おけ る骨 腫

瘍病理組織 分類への参画、2)各 種骨盤骨 切 り1ホ1の

適応 と術式の研究、3)我 が国の股関節形態に 合っ

た新 しい 人工股関節の作成な どです。 人1二股関節 に

関 してはTHA4-IIと 命名してすでに5〔}0例以Lの 臨

床経験 を積み 弔:ねて お ります。

今後病院 長 とLて の最 も人事な使 命は吉川学 長が

掲 げている17項 目の病院に関 してのマニ ュフ」ス ト

を念頭 にお きなが ら病院 としての グラン ドデザ ィン

お よびア クションプ ランを作成 し、 これを出来るだ

け 早期に確実 に実 現 して い くこ とだ と思 って い ま

す。大 石静氏(脚 本家 ・作家)が 次の ような ことを

百 ってい ます。 「鍋 は底 をまず きれ いに1な い とい

けない。 い くら側面が ピカピカで も、底 に小 さな焦

げ 目ひ とつあった ら、煮炊 きする時、 火加減が均 等

に伝わ らない、,鍋は底が 番 人事であ る」。 今後は

病院 長 とLて 、病院 を底か らささえていただ いてい

る全職 員の皆様の ご意 見、お気持 ちを十 分に考えた

運営 を して行 きた い と思 ってい ます。皆様の ご協 力

をお願 いいた します。



研究担当副学長に就任 して

＼ 渉

このたび7月1[づ けで研究担 当副学 長に就任 い

た しました,,,11田 学長の も とでの新 しい執行部は 、

4副 学長、5学 長補佐 、3副 病院長 と、随 分、 ス ク

・ゾノは増 えている印象です,,現 在の大学の おかれ て

いる状況は、それだけ厳 しい ものがあ るとい うこ と

で し.よう。

就任 して直ちにわかったのは、 今までの教育、研

究担 ¶争ノ)副'Yt」モがいかに人変であ ったか とい うこ と

で、教育 な切 り離Lた 研究部門だけで もこれだけ忙

1、いのですか ら、 どうやって塩野先生は時 間を作 っ

ていたのか と驚 くと1司時 に、代 々の副学 長の先生の

御努力に頭の ドがる思 いです。 さらに過 ノ、4年 間、

独 、Z法人化 とい う激 動の波 を くぐ りぬ け 、立派 な

レ・一ルを敷いて くだ さった 八竹 前学 長、石川、塩野

両副学長、小川図苫館 長の 前†丸行部には、感謝の育

襲もあ りません。

医科 人学の使命 として、教 育、研究、診療 の3つ

の柱 があ りま ずが、大学 としての存 在理 由の1つ は

明 らかに研究にあるで しょう。研究に従事 している

人間に とって、 これほ と時間の読めない作 業はない

わけで、それ以外の余 計なこ とはな るべ くした くな

い というのが 本音で し ょう、,その意味で も、極 力、

無駄 は排 したほ うがいいで しょう し、研究 者の 貴重

な時 間をな るべ く拘 束 しない ように、会議 は必要 最

小限 に、 かつ長 くて も1時 間 以内に終わ らせ るよう

副学長(研 究担当)飯 塚 一・

にしようと思 ってい ます。誰 に とって も満足の い く

解決策は難Lい か もしれませんが、少 しでも皆 さん

がや りゃ すい環 境 を作 るべ く努力 して い く所 存で

す。

現 在は、社会か らの評 価の時 代てす。 どの ように

優れた研究であ って も印刷、公表までいかな くては

評価の 対象にな りえ ません。研究 者の ノ∫には、実験、

観察 を行い、論 文を書 き、 しかるへ き雑誌 に受理 さ

せて、 ようや くひ とつの仕串が完成 とい う感覚 を忘

れないで精進 して もらいたい もの てす、,大学の 自己

評価、外部か らの点検評価 は、 それか ら先の問題に

な ります。

ここ数年、制度が変わるたび に、大学 に残る研修

医の減少が問題にな ってい ます、,本学 もずいぶん被

害 をこうむ ったわけですが、 まずω1修医が増 えない

こ とには、大学 としての基礎 体力の低 ドにつなが り、

研究、面参痛凌く,含y)、 糸且織 として一び)55f本イヒカ～危汁具、}5れ

ます。幸い 今年のマ ッチ ングでは ようや く'ト学への

残留 希望 者が増 えて きてい ますり 創立以*130有 余年

を経て、決 して新設 とはいえな くな った旭 川医科 大

学です が、厳 しい社会情 勢の中で、守 るに足 る 左学

であ るべ く、みんなで 力をあわせて頑張 ってい きた

い もの です。

一



副学長(入 試 ・評価担当)に 就任 して

副学長(入 試

この度、7月lll付 けで 人試 ・評価担 当の副学長

に就仔 しました、,

本学 は 本学の教育理念

1豊 かな 人間性 と幅広い学 問的視野 を有L、 生 命

の 尊厳 と高い倫f甲観 を持ち、高度な知識 ・技 術な

身 にイ・1けた医療 人及び研究 者を育成す る。

2地 域医療 に根 ざ した医療 ・福子llの向 トに貢献 す

る医療 者るf育てる、,

3教 育、研究、医療活動 を通 じて国際社会0)発 展

に寄 ケする医師及び石護職 者の養成に努める,,

を達成 するため に6つ の教育 目標 な掲 げている、,

lII囁 広 い教 養 とモ ラルを養 うこ とに よ り、豊かな

人間1ゾ1を形成す る。

2生 命の 尊厳 と医 の倫理 をわ きまえる能 力 を養

い、病 める 人を思 い遣 る心 を育て る。

3全 人的な医療 人能 力や高度な専門知識 を得 ると

ともに、生涯にqる 学習 ・研究能 力を身につけ る。

4幅 広 いコ ミュニ ケーシ ョン能力 を持 ら、安全管

埋 ・イーム医療 を実践す る資質 を身に伺け る。

5地 域 ・僻地住民の医療 や福祉 を理解 し、それ ら

に レ分貢献Lう る意欲 と能力 を獲得す る,,

6積 極的 な国際交 流や国際 貢献のための幅広い視

野 と能 力を習得する。

この教 育理念 ・教 育 日標実 現の ため ア ドミッシ ョ

ン ・ポ リシー一(入 学 者受 人方劃)

「医師 ・看護職者 としての適止 とともに地域社会へ

評価担当)山 内 一・ 也

の関心 を持 ら、 自らが問題 を 見つけ解決する意欲 と

行動力 を持つ学 生」 と定め 入学試験 を行 っている。

現在 入学試験 は 前期 ・後期の 般 入試以外にAO

人試、編 入学 入試を往 ・ているが、 これに加えて、

来 年度か ら募集 人員10名 の地域枠推薦 入試を行うこ

ととな った、,

1生 まれ育 った地域 が、北海道のL川 中部を除 く

道北、道 東並びに北空知及び中空知 に該当 し、将1(、

当該地域 に おけ る医療 に貞献 す る強 い意思 があ る

者1

これが 出願 要件ぴ)第1で あ る、,道北、道 東地域の

医師 不足解消に繋がる ことを期待 してい る。 さらに

この枠 を拡 大 し北海道 全体の地域医療に 人き く貢献

する旭川医 大とな るよう平成2凶 度以降の 人学 試験

の あ り力について 人試委員会 、入学セ ン クー等で検

討を加えてい きたい。

評仙 については、年 度評価 、 自己点検 ・評仙 、教

員評価 、貞献度評価等 々現在 多 くの評価が 行われて

いる。教 員評価 については18年 度初 めて全教 員に刻

して行われたが、 多 くの教 員か ら貴電 な意 見も寄 せ

られているので これ らを参考に して評価 内容 を改善

してい きたい。 今年度か ら来年度 にかけて中期 目標

の期間評価 が行われ るので関 係 各所の ご支援、ご協

力を よろし くお願 い中 し上 げ ます、,
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外国人留学生夏季オリエンテーション
悔

溜

平成19年 度外国 人留学 生交流事 業の一環 と して、

夏季オリエンテー シコン及び交流会が8月IOH(金)、

本学 に在籍する外国 人留学 生、研究者及びその家族

の8名 と、本学職 員3名 が参加 して行われ ました。

これは、外国人留学生のみな さんを旭 川市内 の 文

化施設等 に案内 し、 日本 文化 と旭 川市 について の理

解 を深めて いただ くとともに、職 員等 との親睦 を図

り、留学生の学習、研究活動及び 日常生活の 充実 を

図ることをH的 としているものです。

今回は道立旭川美術館 と旭 山動物園 を見学 しまし

た、,

午前中の道 、1'1旭川美術館では、 いま美術の世 界で

注 口を集めている彫 刻家 二沢厚彦氏の 「ANIMALS+」

を鑑賞 しました。誰 もが知 る野生動物や 人間に身近

㎜㎜㎡ 認

なペ ッ トな どを題材 にした木彫 りの作舶は表情や姿

をデ フォル メしなが らあ らわ されて いて、親 しみや

す いもの にな って いま した。 これ に加えて、粘Lの

作品や絵本原画の ドロー イングな どがあ り、 彫刻の

楽 しさや魅力 をよ り感 じた もの にな りました。

昼 食をは さみ、 雨の上が った午後は 「行動展示」で

全国的に有名にな った旭Ill動物 園で本物 の動物 を 自

由に観ていただ きました。 ここでは動物それ ぞれ の

生 き生 きとした動 く姿を通 して、野生動物 の特 徴や

様 々な 白然環境 の必要性 を学 ぷ ことがで きたよ うで

す。

外国 人留 学生のみな さんには一 日を通 し、有意 義

に過 ごしていただけた と思います。

▲道立旭川美術館

▼旭山動物園

緊

禰

》脚

▲木 っキ リン?(美 術館)

<揺 れてます。オランウータン

(動物 園)

▼ 「さて、次はどこへ」

(動物園)
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i

l陸 上 競 技 部
§

1陸 上競技部 主将 光武 遼
己
己 なぜ陸上競技 をす るのか?

1僕 な りに 考えてみた。 きっ と満 足 していないん
!だ と思 う。 走 る とは子供の頃 か ら皆が してい る行
§為であ る。それを高めてい くのが陸上競技 であ る。

i肇麓 穿麗搬 鞭歯磁囎 露派覧
il年 た って も習得で きない ことなんてざ らであ る。
i大 切な ことは 日々練 習を行 うことであ る。 先輩 に
iこ う言 っていた人がいた。i昨 日1年 ぶ りに休んだ
　

2わ1。 これが偉い とか真似 しろ とかい うつ もりは毛

§頭 ない。 ただ陸L競 技 をす る とい うのは こんな も
!の であ る。そ して ここで 大事 な ことは医大 生であ

1・ て も、 も し真剣 に轍 を したい・)であ ればで き

iる の であ る。医 大生だか ら全学 の連中 に負け る と
iい うのは、ただの 、{'い訳 である。
i次 になぜ がんば れるのか考 えた。 目標 は非常 に
　

!大 切である。それ と同 じ くらい大 切な こ とは悔 し
1い と思 うことであ る。試 合で うま くいか ない こ と
!な んて よ くあ る。他 の競 技者 か らだめだ ね えとか

1言 われ る と腹が立 つ・ ムプ・つ くか ら次の 日か らさ
iら に練習 する。練 習で 苫し くな って も、そ いつを
i思 い出 しなが らクソ ッと言いな が らなん とかがん
iば る。そ して部活 で もそ う思 えるやつが いる。 毎

日悔 しい思い を して帰 る。 毎 日だ。 だか らその度9

に練 習がんばろ う とか、 どうや った ら速 くな るだ9
ろうと常 拷 える・そうして欄3・ ・日髪壮 を過ご1

す。結局 は 目標が あるか らた とえ一 人で もがんばi

れ るの であ る。 で も、 本当にがんば れる理 由は 自i

分の速 い走 りがで きた ときが うれ しいか らだ と思i
　

う。競技 を してい て 目立 つ こ とが好 きなのだ。が §

んば った 分だけ 目立て るのであ る。 ご褒美がない 璽

とや って られない とい うの も事実である。1

と齢 卿 驚 鍵 醐 鑑 ま籏
は思 う。努 力 した か らとい って必ず結果 を残せ るi

ものでは ない。 しか し、 努力な しに結果 は残 らなi
い。 なので今 口も僕はがんば るのである。i

i

罵 醜 ㌦ご・、i
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i

:ゴ ル フ 部

…
1ゴ ルフ部 主将 酒 井健 太郎

1み な さん、 こん に,、は認 川医漱 学 ゴ,レフ部

iは 現在、男子19名 、 女子17名 が在籍 しています。

1最 近では、宮 里藍選手や ハニ カ ミ=F子 こと石川
1遼 選 手の活躍で華 やかな イメー ジが出て きま した

i鶴轍惣鵬 県乙膿 冑継 迂溜
iは いえな い イメー ジを持 っている と思い ます。
iし か し、、私達 はゴルフ場で バ イトをする ことに
iよ ・・て、 格安 の料金でゴ ルフ場 を使用 させていた
の

1だ き、道 具 も部 の ものが 支給 され るな どイメージ
1と は間逆 とい っていい活動形態 を とっています。
1旭 医 ゴルフ部の練 習環境は他大学 に誇 れる ものだ

1と 白飢 てい ます。
iま た部 員の ほ とん どは大学 か らゴルフを始 めた
i人 であ り、初心 者で も気兼ねす るこ とな く、個 人
i個 人が技術の 向Lを 〔指 して、練習 に取 り組 んで
　

§い ます。
1も ちろん部活動 である以E、 大会で結果 を残す

9と い うこ とが 人きな 目標 です。去年の 東医体 では

1町 が団体3位 、好 が団体5位 ・そ して個人で
iも 男女1名 ず つの 人賞者 を出す こ とが で きま し
iた 。現在 はゴルフを楽 しみつつ、去イトの ような成
i績 を出そ う とい う高いモチベー一シ ョン を持 って部

員は練習に取 り組 んで います。1
ゴ ルフ という競技は止 まって いるポ ールを打 つ!

とい う・ テニ スや野球・サ ・か 一とい・た 多くの1

球技 とは異な る性質 を持 った スポーツであ り、 なi

おかつ相手が いな いため 、常 に自分 と戦 わなけれ 己

ばいけ ません。 白分の納 得す るプ レー をするため1
　

には技 術は も らうん必要ですが 、その技術 を支え!

る強 い精神 力が何 よ り必 要になって きます。 そ う1

して、ゴ ルフで鍛 え られ た精神 力は確実 に将 来役1

立つ もので はないか と思い ます。 聖

最 後に、 お忙 しい中噸問 を していた だいている1

紀野 先生をは じめ と して、部活 を支 えて ドさってi
い るた くさんのC)B・OGの 先輩 ノ∫に感謝 しな が1

ら、 今後 も旭川医科 大学 ゴルフ部が よ り発展 するi

ように頑張 りたい と思い ます。i
、-i

こ
.㌧ 、・ ■i ●1学
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合 日
日0 B立

ロ

合唱部 指揮者 江 川智美i

合 唱 部 は 現 在 、54名 で 賑 や か に 活 動 して い ま す 。

1今 午 度 は14名 を 新 た に 迎 え 、 ま す ま す 盛 り上 げ て く

9才 し一(し・謡ミ〒弓曽u

!主 な 活 動 は 、7月 の ザ 、・一 コ ン ・ト トー2月 の ク

1似 マ知 ンサー トで、それぞれ医嫡 院と杣 病
i院 で 仔 ・て い ます 。 こ の2回 を 成 功 させ る 為 、 昼 休

iみ や 放 課 後 を 使 い 、[々 練 習 し て い ます 。 い ず れ も

i病 院 で 行 う コ ン ・り一 トで あ り、 お 客 様 は 主 に 患 者様
　

!で す。 そのため、選 曲する際 にはいわゆる合唱曲で
1あ る紬曲なとの、月慣れない曲は最小限に とどめ、
2出 来る限 り聴 いたこ とのある映画曲や童謡を取 り人

i縦 篤9驚1糖 謝1劉τ1、}讐猿
i露L、 ご 好 評 を 頂 い て い ま す。

i咋 年 度 か ら 新 た な 試 み と し て 、 札 幌 よ りプ ロ び)テ

:み ・ル歌rを お招 きして指導 して頂いています。l
l回 の コ ン 』1ナー トに つ き1、2「[1程 度 で す が 、 ス トレ

9ッ チ か ら 発 声 まで 、 き っ も り と 見 て い た だ き1眞す 。

1今 まで この よ うな 経 験 は あ ま りな か 一った 為 、 人変 良

1い 轍 とな・てい就
i歌 とは、"体"と いう"楽 器"を 用いて演奏する音
i楽 です。腹筋を使って呼吸を し、鼻の奥 やその他の
i頭 の中の空洞で音を共鳴させます。他の楽器と同様、
●

歌 も練 習 す れ ば す る ほ と綺 麗 な 響 き を 出 す こ とが 川1

来 る よ う に な り ま す 。 し か し 、 合 唱 は こ れ だ け で は9

足 り ず 、 ソ プ ラ ノ、 ア ル ト、 テ ・テー 、 ベ ー ス と い う1

4パ ー トの息をピ… 胎 わせ、綺麗な・・一仁 摺

を作 る事がゴールなのてす。 その為には 自分の 声ばi

か りを主張せずに相手の音 を聴 き、 「1分の 音を寄 りi

添 わせない といけません。 これが出 来て ピ・ソタリとi
　

あ っ た と きは 、 本 当 に 快 感 で 鳥 肌 が 血 ち ま す 。 合 唱1

で一・番 難 しい ポ イン トで あ り、 醍 醐 味 で もあ り ます 。2

最 後 に な りま した が 、 合 唱 部 を 吏 え て くだ さ 一,て §

いる顧問の・川 先・陸1よ じめ、病職 助 辰 観1

客の皆様に この場 を借 りてお 礼巾 しLげ よす。今後i

も、観客の皆様により綺麗な歌 声を届け られるよう、i

部員 ・同努刀して まいります。i
i▼ ・ ●

略 ◎1
ロ 　
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ギ タ ー 部

ギター部 部長 真能芙美 香

こん に らは 、 ギ ター 部 で す 。 み な さ ん 、 ギ ク ー に

は い ろ い ろ な 種 類 が あ る こ と、 ご 存 知 で す か?般

1的 に1ギ クー 」 と い う と ア コ ー ス テ でッ クギ タ ー を

1思 い 浮 か べ る 方 が 多 い か と思 い ま す が 、 他 に も グr7

1・ シ・クギ ク∴ エ レキギ 処 な どがあ ・、それぞ
iれ に 特 徴 的 な 音 色 を 持'・て い ま す 。 ギ クー 部 室 に は

iこ の3種 類 の ギ ク・一に 加 え 、 エ レ キ ベ ー ス 、 電rビ

iア ノが 常 備 さ れ て お り 、 昼 休 み や 放 課 後 に は 音 楽 好
　

1き が 集 ま っ て 曲 を 海 奏 し た り 、 話 をLた り し て 過 ご

iL.一(し 、f貰一4-。

:ギ クー 部 は 、 年 間41・ 暇 、 医 人病 院 で コ ンサ_卜

i誓つ隙舗 望鞠 轡留 百品 散
iの 夕べkl月 に1二 ごピ ーイヤ ー コ ンサ ー ト」 で 、 部

i員 は こ び)発表 の 場 を[指Lて 練 習 して い ま 一む,コ ン

iサ ー トの 選 曲 は 基 本 的 に 自 由 で 、 使 用 機 材 も 自 由 と

:し 、 そ れ ぞ れ が 気 に 入 っ て 、 患 者 さん に も楽[λ で

2い た だ け る だ ろ う と 考 え た 曲 を 出 し 合 っ て い ま す 。

9ギ クー の み で 演 奏 す る 人 、 弾 き語 りを す る 人 な ど、

1瀬 形式は様 ・です・
iノ 〉年 をよ不火壱こ ●デ)、 コ ン サ ー トを増 や すf定 で ず.

iギ クー 部 で は コ ン サ ー トの 度 に 、患 者 さん に ア ン ケー

iト を と っ て い ま す 。 そ の 中 で 、1も っ と分 か る 曲 を や
●

　

っ て ほ しい 。1、 「昭 和 の 曲 が 聴 きた い 。】な どの 意 見2

を 多 数 い た だ き ま し た 。 部 員 で 話 し 合 っ た と こ ろ 、2

讃 鄭 耽繰 麓瞥 磁L衡i
旬 頃 の コ ンサ ー トの 少 な い1時期 に 、r昭 和 の ヒ 列 ・曲i

や 音 楽 の 教 科 書 に 載 っ て い る 曲 」 とい うテ ー一マ で コi

ン サ ・一トを 行 う こ と に し ま した 。 患 者 さん と ・緒 にi
　

歌 い 、 ・緒 に 音 楽 を 楽 し め る コ ン サ ー トに な れ ば い1

いな 、 と 日 々企 画 を練 っ て い ます 。!

音 楽 を 通 じ て 患 音 さ ん と心 の 触 れ 合 い を し た い 、!

醗 達の瀬 で儲 猷 礫 しんで4・らいたい、と1
いうのが私達の活動の コンセプ トです。 ヨンサー トi

に来て くだ さった患者 さんの笑顔 を励みに、これかi

らもた くさんの音 を届けていきたいです。'
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1醐幣難 蹴欝欝 激1劉燃響
認騨驚 贈

一
暑い夏が過 ぎ去 り短い秋の 日を過す今 口この頃

とな りました。 ご存知の とお り課外活動用具管理

室では、スポーッの秋に向けてはもちろんのこと、

これか ら訪れ る長い冬に向か ってウイソ ター ス

ポーツの用具の貸出の予約も受け付けております。

用意 している用具のサ イズ、数量に限 りが有 りま

すので事前に予約いただいたほ うが、ご希望に副

うことができると思います。毎週、月水金の昼12

時30分 ～13時00分 に福利厚生施設棟1階 理髪室隣

りの管理室にて貸出しを行っていますので、今年

の冬にウインタースポーツを体験 したい と希望 さ

れる方は顔を出してみて下さい。

利用 できる用具は、ゲ レンデスキー ・一・式、

騨糊騨纏謙騨 搬
照 脇

歩 くスキー ・一式、 スノーボー ド ・一式です。

サ イズが合えぱ スキーウエア(洗 濯後返却)や

グローブも貸出しています。

なお、残念なことですが毎年借 りたままで春に

なっても返却を忘れている学生が数人お ります。

ひどい場合は卒業するまで返却を忘れている学生

がお りました。大学 としては 「できるだけ多くの

学生に冬の北海道を楽しむ機会を作 ってもらいた

い」 という思いで貸出用具を用意 していることか

ら、ルールを無視する学生にはそれな りのペナル

ティーを考えたいと思 っています。 くれ ぐれも約

束を守 るという当たり前のことを忘れずに借 りに

来て下さい。

[

駕
皮膚科学講座

准教授 山 本 明 美

プ ロジ ェ ク トX
一 合言葉は 「二輪草」 一

7月25日 夕刻、広報担当のK課 艮補佐 と私は旭

川市の記者 クラブで緊張 していた。新聞記 者は

「いったい何人の女性医師、看護師を復職させる

見込みがあるのか、数値 目標を具体的に言って く

ださい」 とせまってきた。私一人だった ら無理や

り数字を言わされていたにちがいない。Kさ んの

冷静な答弁に記者たち も納得 し帰っていった。 し

かし、気がついてみた ら、一番話 したかった 「二

輪草」について誰 も聞いて くれなかった。 という

わけで、この場を借 りて少し書かせていただく。

今年の1月 から石川前病院長の もと、学内でプ

ロジェクトチームを組んで、文科省が推 し進める

「地域医療等社会的ニーズに対応 した質の高い医

療人養成推進プログラム」に応募する企画を練っ

た。育児などのために一旦現場から退職 した医師、

看護師を復職、定着させる事業をする、と病院長

が宣言 したのだ。

コ

職員へのアソケー トでも育児をしながら働 くう

えで最 も心配なのは子どもが病気になったときで

あると確認された。 ここで普通は病児保育 という

発想がでる。 しか し、メソバーの間宮敬子先生は

「子どもが病気の ときくらいそばにいてあげたい

ものよ」 と言われた。眼からうろこ、 という感じ

である。 こうして考えたのが病児を ・時あずか り、

その間に仕事を引き継いで、後は子どもと帰宅す

る、というシステムである。

さらに東京に説明会を聞 きにいって くださった

メンバーが重要な情報をもたらした。審査員は全

員女性だ という。(お そらく中高年であろう)女 性

審査員に高得点をつけて もらえるような企画にし

なければ。 この年代の女性の好 きなものは花だ。

プロジェク トにふさわ しい花をシンボルに選んで

アピール しよう。復職支援研修は5段 階からなる

ので、5弁 花。旭川で自生する花。花言葉が適切。

こういったキーワー ドでネット検索 し二輪草に行

き着いた。(時 代の変化に対応できる)し なやかな

茎から、2本 の花(医 師、看護師)が 伸びて可憐

な自い花を咲かせる。花言葉は友情、協力。こう

して企画を二輪草プラソ と命名 し、その他、メン

バーの沢山のアイディアを載せて申請したところ、

採択された。 二輪草プラソの会議は終始楽 しく実

りもあって本当に良かった。 これで本院がより働

きやす くなれば幸いである。

12一

一




